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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体までの距離を測定する測距素子と、前記測距素子によって測定された測距結果に
基づいて決定された発光量のストロボ光を発光するストロボと、を備えた撮像装置におい
て、
　前記測距素子の測距結果が測距不能となった場合に、被写体のコントラストによって合
焦点を見つける山登り方式の自動合焦により決定された現在のフォーカスレンズの繰り出
し量によって前記被写体までの距離を算出する算出手段と、
　前記算出手段によって算出された距離に基づいて前記ストロボ光の発光距離を算出し発
光量を決定するとともに、前記現在のフォーカスレンズの繰り出し量によって前記ストロ
ボ光の発光距離の精度を出せない場合は、発光距離の精度が出せる限界のフォーカス繰り
出し量から前記ストロボ光の発光距離を算出し発光量を決定する発光量決定手段と、
を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　被写体までの距離を測定する測距素子と、前記測距素子によって測定された測距結果に
基づいて決定された発光量のストロボ光を発光するストロボと、を備えた撮像装置におい
て、
　前記測距素子の測距結果が測距不能となった場合に、マニュアルフォーカスにより決定
された現在のフォーカスレンズの繰り出し量によって前記被写体までの距離を算出する算
出手段と、
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　前記算出手段によって算出された距離に基づいて前記ストロボ光の発光距離を算出し発
光量を決定するとともに、前記現在のフォーカスレンズの繰り出し量によって前記ストロ
ボ光の発光距離の精度を出せない場合は、発光距離の精度が出せる限界のフォーカス繰り
出し量から前記ストロボ光の発光距離を算出し発光量を決定する発光量決定手段と、
を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記発光量決定手段によって決定された発光量に対して、ユーザーが前記発光量の強弱
に関して補正することが可能な発光量補正手段を備えたことを特徴とする請求項１または
２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記発光量補正手段によってユーザーが前記強弱に関して補正をする単位は、ＥＶ（Ｅ
ｘｐｏｓｕｒｅ　Ｖａｌｕｅ）であることを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記発光量設定手段によってユーザーが前記強弱に関して強弱設定する単位は、発光距
離であることを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一つに記載の撮像装置において、
　前記測距素子によって測定された距離に基づいて、発光距離を表示する表示手段を備え
たことを特徴とする撮像装置。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一つに記載の撮像装置において、
　前記測距素子の測距結果が測距不能となった場合に、表示手段を制御して、発光距離の
測距不能である旨に関する内容、発光時の距離または前記発光時の距離の決定方法に関す
る内容のうちの少なくとも一つを表示する表示制御手段を備えたことを特徴とする撮像装
置。
【請求項８】
　前記表示手段は、撮影画像を表示するための表示部によって構成されることを特徴とす
る請求項６または７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記表示手段は、表示ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）によ
って構成されることを特徴とする請求項６または７に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記表示制御手段は、前記発光時の距離を表示する際、前記発光時の距離の決定方法に
基づいて前記発光時の距離を表示する表示色を変えることを特徴とする請求項７に記載の
撮像装置。
【請求項１１】
　前記表示制御手段は、前記発光時の距離を点滅表示する際、前記発光時の距離の決定方
法に基づいて前記発光時の距離を点滅表示する点滅周期を変えることを特徴とする請求項
７に記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、撮像装置に関し、より詳細には、被写体までの距離を測定する測距素子と、
前記測距素子によって測定された測距結果に基づいて決定された発光量のストロボ光を発
光するストロボと、を備えたストロボ付き撮像装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
被写体までの距離を測距し、測距結果に基づき発光量を決定する方式のストロボ付き撮像
装置において、被写体までの測距が失敗した場合は、あらかじめ決められていた距離で発
光する方法が一般的である。また、測距素子を使用せずに、被写体までの距離を算出する
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方法として、ズーム位置とフォーカスレンズ位置によって被写体までの距離を算出する方
法があることは広く知られている。
【０００３】
この方法については、先行技術として、たとえば特開平４－１３４３２８号公報記載の「
カメラの被写体距離算出装置」にはレンズのばらつきを吸収して、ズーム位置とフォーカ
スレンズ位置によって被写体までの距離を正確に算出するものがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の方式では、実際の被写体までの距離と、あらかじめ決められて
いた距離が一致しないとストロボ発光量が適正とならない。
【０００５】
また、被写体までの測距が成功し、被写体までの距離にあわせた発光量で発光した場合で
も、被写体の反射率が高い場合には、ストロボ光を反射してしまい、適正な明るさとなら
ないことがある。
【０００６】
また、上記特開平４－１３４３２８号公報記載の「カメラの被写体距離算出装置」には、
算出した被写体までの距離をストロボ制御に利用する方法については、記述されていない
。
【０００７】
この発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、測距素子による被写体までの測距が失
敗した場合でも、適正なストロボ発光量となる撮像装置を提供することを目的としている
。
【０００８】
　上述した課題を解決し目的を達成するため、この発明の撮像装置は、被写体までの距離
を測定する測距素子と、前記測距素子によって測定された測距結果に基づいて決定された
発光量のストロボ光を発光するストロボと、を備えた撮像装置において、前記測距素子の
測距結果が測距不能となった場合に、被写体のコントラストによって合焦点を見つける山
登り方式の自動合焦により決定された現在のフォーカスレンズの繰り出し量によって前記
被写体までの距離を算出する算出手段と、前記算出手段によって算出された距離に基づい
て前記ストロボ光の発光距離を算出し発光量を決定するとともに、前記現在のフォーカス
レンズの繰り出し量によって前記ストロボ光の発光距離の精度を出せない場合は、発光距
離の精度が出せる限界のフォーカス繰り出し量から前記ストロボ光の発光距離を算出し発
光量を決定する発光量決定手段とを備えたことを特徴とする。
【０００９】
　またこの発明の撮像装置は、被写体までの距離を測定する測距素子と、前記測距素子に
よって測定された測距結果に基づいて決定された発光量のストロボ光を発光するストロボ
と、を備えた撮像装置において、前記測距素子の測距結果が測距不能となった場合に、マ
ニュアルフォーカスにより決定された現在のフォーカスレンズの繰り出し量によって前記
被写体までの距離を算出する算出手段と、前記算出手段によって算出された距離に基づい
て前記ストロボ光の発光距離を算出し発光量を決定するとともに、前記現在のフォーカス
レンズの繰り出し量によって前記ストロボ光の発光距離の精度を出せない場合は、発光距
離の精度が出せる限界のフォーカス繰り出し量から前記ストロボ光の発光距離を算出し発
光量を決定する発光量決定手段とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、前記発光量決定手段によって決定された発光量に対して、ユーザーが前記発光量
の強弱に関して補正することが可能な発光量補正手段を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　また、前記発光量補正手段によってユーザーが前記強弱に関して補正をする単位は、Ｅ
Ｖ（Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　Ｖａｌｕｅ）であることを特徴とする。
【００１２】
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　また、前記発光量設定手段によってユーザーが前記強弱に関して強弱設定する単位は、
発光距離であることを特徴とする。
【００１３】
　また、上記のいずれか一つに記載の撮像装置において、前記測距素子によって測定され
た距離に基づいて、発光距離を表示する表示手段を備えたことを特徴とする。
【００１４】
　また、上記のいずれか一つに記載の撮像装置において、前記測距素子の測距結果が測距
不能となった場合に、表示手段を制御して、発光距離の測距不能である旨に関する内容、
発光時の距離または前記発光時の距離の決定方法に関する内容のうちの少なくとも一つを
表示する表示制御手段を備えたことを特徴とする。
【００１５】
　また、前記表示手段は、撮影画像を表示するための表示部によって構成されることを特
徴とする。
【００１６】
　また、前記表示手段は、表示ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ
）によって構成されることを特徴とする。
【００１７】
　また、前記表示制御手段は、前記発光時の距離を表示する際、前記発光時の距離の決定
方法に基づいて前記発光時の距離を表示する表示色を変えることを特徴とする。
【００１８】
　また、前記表示制御手段は、前記発光時の距離を点滅表示する際、前記発光時の距離の
決定方法に基づいて前記発光時の距離を点滅表示する点滅周期を変えることを特徴とする
。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下に添付図面を参照して、この発明にかかる撮像装置の好適な実施の形態を詳細に説明
する。
【００３０】
（ハードウエア構成）
図１は、本発明にかかる撮像装置であるディジタルカメラのハードウエア構成を示すブロ
ック図である。
【００３１】
図１において、１００はディジタルカメラを示しており、ディジタルカメラ１００は、撮
像レンズ（系）１０１、絞り・フィルター部等を含むメカ機構１０２、ＣＣＤ（電荷結合
素子）１０３、Ｆ／Ｅ（ＣＤＳ回路、ＡＧＣアンプ（可変利得増幅器）、Ａ／Ｄ変換器）
１０４、ＩＰＰ１０５、コーダー（ＪＰＥＧ　ＣＯＤＥＲ）１０６、ＤＲＡＭ１０７、メ
モリカード１０８、モニタ表示部１０９、ＣＰＵ１２１、ＬＣＤ表示部１２２、ストロボ
測距結果表示ＬＥＤ１２３、操作部１２４、温度センサ１２５、測距素子１２６、ストロ
ボ１２７、電池１２８、ＤＣ／ＤＣコンバータ１２９、ＳＧ（制御信号生成部）１３０、
ズームドライバ１３１、ズーム用モータ１３２，フォーカスドライバ１３３、フォーカス
用モータ１３４、絞り，シャッタードライバ１３５、絞り，シャッター用モータ１３６、
ＡＣアダプタ１４０とから構成される。
【００３２】
レンズユニットは、撮像レンズ（系）１０１、絞り・フィルター部等を含むメカ機構１０
２からなり、メカ機構１０２のメカニカルシャッターは二つのフィールドの同時露光をお
こなう。撮像レンズ（系）１０１は、たとえば、バリフォーカルレンズからなり、ズーム
レンズ系１０１ａとフォーカスレンズ系１０１ｂとで構成されている。
【００３３】
ズームドライバ１３１は、ＣＰＵ１２１から供給される制御信号にしたがって、ズーム用
モータであるパルスモータ１３２を駆動して、ズームレンズ系１０１ａを光軸方向に移動
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させる。フォーカスドライバ１３３は、ＣＰＵ１２１から供給される制御信号にしたがっ
て、フォーカス用モータであるパルスモータ１３４を駆動して、フォーカスレンズ系１０
１ｂを光軸方向に移動させる。
【００３４】
また、絞り，シャッタードライバ１３５は、ＣＰＵ１２１から供給される制御信号にした
がってメカ機構１０２を動作させる絞り，シャッター用モータであるパルスモータ１３６
を駆動して、たとえば、絞りの絞り値などを設定する。
【００３５】
ＣＣＤ（電荷結合素子）１０３は、レンズユニットを介して入力した映像を電気信号（ア
ナログ画像データ）に変換する。Ｆ／Ｅ１０４に含まれるＣＤＳ（相関２重サンプリング
）回路は、ＣＣＤ型撮像素子に対する低雑音化のための回路である。
【００３６】
また同様に、Ｆ／Ｅ１０４に含まれるＡＧＣアンプは、ＣＤＳ回路で相関２重サンプリン
グされた信号のレベルを補正する。なお、ＡＧＣアンプのゲインは、ＣＰＵ１２１によっ
て、ＡＧＣアンプが内蔵するＤ／Ａ変換器を介して設定データ（コントロール電圧）がＡ
ＧＣアンプに設定されることによって設定されることになる。
【００３７】
また同様に、Ｆ／Ｅ１０４に含まれるＡ／Ｄ変換器は、ＡＧＣアンプを介して入力された
ＣＣＤ１０３からのアナログ画像データをディジタル画像データに変換する。すなわち、
ＣＣＤ１０３の出力信号は、ＣＤＳ回路およびＡＧＣアンプを介して、またＡ／Ｄ変換器
によって、最適なサンプリング周波数（たとえば、ＮＴＳＣ信号のサブキャリア周波数の
整数倍）にてディジタル信号に変換される。
【００３８】
また、ディジタル信号処理部であるＩＰＰ（Ｉｍａｇｅ　Ｐｒｅ－Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）
１０５およびコーダー（ＪＰＥＧ　ＣＯＤＥＲ）１０６は、上記Ａ／Ｄ変換器から入力し
たディジタル画像データについて、色差（Ｃｂ、Ｃｒ）と輝度（Ｙ）に分けて各種処理、
補正および画像圧縮／伸長のためのデータ処理を施す。
【００３９】
また、コーダー１０６は、たとえばＪＰＥＧ準拠の画像圧縮・伸長の一過程である直交変
換・逆直交変換、ＪＰＥＧ準拠の画像圧縮・伸長の一過程であるハフマン符号化・復号化
などをおこなう。
【００４０】
また、ＩＰＰ１０５はＧ画像データの輝度データ（Ｙ）を検出し、検出した輝度データ（
Ｙ）に応じたＡＥ評価値をＣＰＵ１２１に出力する。このＡＥ評価値は被写体の輝度（明
るさ）を示すものである。また、ＩＰＰ１０５は、設定された色温度範囲内で、Ｒ、Ｇ、
Ｂ画像データの各輝度データ（Ｙ）に応じたＡＷＢ（Ａｕｔｏ　Ｗｈｉｔｅ　Ｂａｌａｎ
ｃｅ）評価値をそれぞれＣＰＵ１２１に出力する。このＡＷＢ評価値は被写体の色成分を
示すものである。
【００４１】
さらに、メモリカード１０８は、図示を省略するＭＣＣ（Ｍｅｍｏｒｙ　Ｃａｒｄ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｅｒ）にいったん蓄えられた、圧縮処理された画像を図示を省略するカード
インターフェースを介して記録、あるいは読み出しをおこなうものである。
【００４２】
また、モニタ表示部１０９は、モニタ画像表示や撮影画像の再生表示をおこなう。また、
画像データ、操作メニュー、測距結果なども表示する。モニタ表示部１０９としては、た
とえばＴＦＴなどの小型の液晶ディスプレイを用いることができる。
【００４３】
また、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）表示部１２２は、見る
側に配置する反射型のＬＣＤからなり、画像データや操作メニューなどを表示する。
【００４４】
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また、ストロボ測距結果表示ＬＥＤ１２３は、測距素子１２６の測距結果によって、測距
ＯＫであれば点灯し、測距ＮＧ（不能）であれば点滅をおこなう。ストロボ測距結果表示
ＬＥＤ１２３は、ｐｎ接合の半導体素子であり、ｐｎ接合部に電圧をかけて順方向（ｐ型
半導体側からｎ型半導体側）に電流を流すことで、ｐｎ接合面では電気エネルギーが光エ
ネルギーに変換され発光する。
【００４５】
また、温度センサ１２５は、現在の温度を電圧に変換して出力するセンサである。測距素
子１２６の測距結果を温度補正するためのものである。
【００４６】
測距素子１２６は、被写体までの距離を測定する、位相差センサである。また、測距素子
１２６として、たとえば赤外線センサを用いてもよい。
【００４７】
ストロボ（回路）１２７は、ＣＰＵ１２１の制御によってストロボ光を発する。すなわち
、測距素子１２６によって測定された測距結果に基づいて決定された発光量のストロボ光
を発光するものである。
【００４８】
電池１２８は、カメラ電源として使用されるものであり、たとえば、ニッケル水素電池、
リチウムイオン電池、ニッカド（ＮｉＣｄ）電池、アルカリ電池などからなり、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ１２９を介してディジタルカメラ１００の内部に供給される。ＤＣ／ＤＣコ
ンバータ１２９は、ＣＰＵ１２１の制御によって、ディジタルカメラ内部に出力する各種
電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチ回路を内蔵している。
【００４９】
ＣＰＵ１２１は、操作部１２４からの指示または図示しないリモコン等の外部動作指示に
基づいて、図示を省略するＲＯＭに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略
するＲＡＭをワークエリアとして使用して、ディジタルカメラ１００の装置全体の制御を
おこなう。具体的には、ＣＰＵ１２１は、撮像動作、自動露出（ＡＥ）動作、自動ホワイ
トバランス（ＡＷＢ）調整動作や、ＡＦ動作、表示などの各種制御をおこなう。
【００５０】
また、ＣＰＵ１２１は、被写体を撮像して得られる画像データをメモリカード１０８に記
録する記録モードと、メモリカード１０８に記録された画像データをＬＣＤ表示部１２２
に再生して表示する再生モードと、撮像したモニタリング画像をＬＣＤ表示部１２２に直
接表示するモニタリングモード等を備えている。また、再生モードやモニタリングモード
でＬＣＤ表示部１２２に画像を表示する場合の表示モードとしては、固定モード、外光適
応モード、補助光使用モード、最大コントラストモードを備えており、これらモードの選
択は操作部１２４によっておこなわれる。
【００５１】
（撮像装置の機能的構成）
つぎに、この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の機能的構成について説明する。図２
は、この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の機能的構成を示すブロック図である。図
２において、本実施の形態にかかる撮像装置は、算出部２０１と、記憶部２０２と、設定
部２０３と、発光量決定部Ａ２１１と、発光量決定部Ｂ２１２と、発光量決定部Ｃ２１３
と、選択部２５０とを含む構成となっている。
【００５２】
算出部２０１は、測距素子１２６の測距結果が測距不能となった場合に、現在のフォーカ
スレンズ系１０１ｂの繰り出し量によって上記被写体までの距離を算出する。算出部２０
１は、図示を省略するＲＯＭに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略する
ＲＡＭをワークエリアとして使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を
実現する。
【００５３】
発光量決定部Ａ２１１は、算出部２０１によって算出された距離に基づいてストロボ光の
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発光量を決定する。発光量決定部Ａ２１１は、算出部２０１と同様に図示を省略するＲＯ
Ｍに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリアとし
て使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。発光量決定部Ａ
２１１は、算出部２０１と同様に図示を省略するＲＯＭに格納された制御プログラムにし
たがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリアとして使用して、ＣＰＵ１２１が実行す
ることによってその機能を実現する。
【００５４】
すなわち、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合に、撮影時のフォーカス位置よ
り被写体までの距離を算出し、算出された距離より発光量を決定する。測距素子１２６は
、繰り返しパターン等、苦手被写体があり、このような被写体では、測距素子１２６は距
離を算出できないことがある。たとえば、三角測距方を利用した測距素子１２６では、報
告書のような細かい文字が並んだ被写体は苦手（測定が困難）である。
【００５５】
このような場合でも、山登り方式のＣＣＤ－ＡＦなどの、被写体のコントラストによって
合焦点を見つける自動合焦方式やマニュアルフォーカスをもちいれば、フォーカスの合っ
た画像を撮影することはできる。しかし、この状態でストロボ１２７を発光すると、スト
ロボ光量が適正でない画像が撮影されてしまう。
【００５６】
そこで、このような場合には、現在のフォーカス繰り出し量から被写体までの距離を算出
し、算出した距離でストロボを発光すれば、ストロボ光量が適切な画像を撮影することが
できる。したがって、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合に、フォーカス位置
によって、ストロボ発光距離を算出するものである。
【００５７】
また、記憶部２０２は、あらかじめ撮影モードごとに発光用の距離を記憶する。記憶部２
０２は、たとえば、ＤＲＡＭ１０７などの記憶媒体によってその記号を実現することがで
きる。
【００５８】
発光量決定部Ｂ２１２は、測距素子１２６の測距結果が測距不能となった場合に、記憶部
２０２によって記憶された、現在の撮影モードで定められた距離に基づいてストロボ光の
発光量を決定する。発光量決定部Ｂ２１２は、発光量決定部Ａ２１１と同様に図示を省略
するＲＯＭに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエ
リアとして使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。
【００５９】
すなわち、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合に、あらかじめ決めておくスト
ロボ発光距離を、撮影モードごとに用意しておくものである。たとえば、人物撮影モード
では、ズームの広角側で１．５ｍの距離で撮影することが多く、また、文字撮影モードで
は、ズームの望遠側で８５ｃｍの距離で撮影することが多い。
【００６０】
したがって、撮影モードごとにストロボ発光距離を設定しておけば、適当な発光量となる
可能性が高い。また、この発光距離を取扱説明書等でユーザーに公開しておけば、ユーザ
ーが、この距離にあわせた撮影距離を設定して撮影することによって、適当な発光量を得
ることができる。このように、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合に、あらか
じめ撮影モードごとにストロボ発光距離を設定しておき、現在の撮影モードで定められた
距離に応じた発光量で発光するものである。
【００６１】
設定部２０３は、発光距離を設定することができる。より具体的には、たとえば操作部１
２４によって発光距離を設定する。また、メモリカード１０８をもちいて、発光距離に関
する情報を入力することができる。
【００６２】
発光量決定部Ｃ２１３は、測距素子１２６の測距結果が測距不能となった場合に、設定部
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２０３によって設定された発光距離に基づいてストロボ光の発光量を決定する。発光量決
定部Ｃ２１３は、発光量決定部Ａ２１１、発光量決定部Ｂ２１２と同様に図示を省略する
ＲＯＭに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリア
として使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。
【００６３】
すなわち、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合のストロボ発光量を、ユーザー
が設定できるものである。このようにすれば、撮影時の距離、被写体の反射率、撮影意図
など状況にあわせて、ユーザーが発光距離を設定できるため、適当な発光量を得ることが
できる。したがって、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合に、ストロボ発光量
を、ユーザーが設定できるようにしたものである。
【００６４】
選択部２５０は、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合に、発光量決定部Ａ２１
１、発光量決定部Ｂ２１２、発光量決定部Ｃ２１３のいずれか一つを選択する。より具体
的には、たとえば操作部１２４によって選択することができる。
【００６５】
このようにすれば、前述した撮影の状況やユーザーの撮影レベルに応じた設定ができる。
これによって、測距素子１２６の測距結果がＮＧとなった場合に、ストロボ発光距離を、
現在のフォーカスパルスの繰り出し量から算出する、あらかじめ撮影モードごとに発光用
の距離を定めておき、現在の発光モードで定められた距離とする、ユーザーが選択した距
離とする、のいずれかをユーザーが設定できるものである。
【００６６】
また図３は、この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の別の機能的構成を示すブロック
図である。図３において、本実施の形態にかかる撮像装置は、第２算出部３０１と、記憶
部２０２と、設定部２０３と、第２発光量決定部Ａ３１１と、第２発光量決定部Ｂ３１２
と、第２発光量決定部Ｃ３１３と、選択部３５０とを含む構成となっている。なお、記憶
部２０２および設定部２０３については、上述の図２に示したものと同様の構成であるの
で同一の符号を付してその説明を省略する。
【００６７】
第２算出部３０１は、測距素子１２６の測距結果が測距不能でかつ現在のフォーカス繰り
出し量から被写体までの距離が算出できない場合に、被写体までの距離を算出できる限界
繰り出し量から被写体までの距離を算出する。第２算出部３０１は、図示を省略するＲＯ
Ｍに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリアとし
て使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。
【００６８】
第２発光量決定部Ａ３１１は、第２算出部３０１によって算出された距離に基づいてスト
ロボ光の発光量を決定する。第２発光量決定部Ａ３１１は、第２算出部３０１と同様に図
示を省略するＲＯＭに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭを
ワークエリアとして使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する
。
【００６９】
すなわち、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量からス
トロボ発光するための距離を算出できない場合に、算出可能なフォーカス限界繰り出し量
でストロボ発光距離を算出するものである。一般的に、フォーカス繰り出し量は、至近付
近では距離精度が細かく、そこから無限方向に移動するにしたがって、距離精度が荒くな
る。
【００７０】
また、ズームレンズの場合、広域側では距離精度が荒く、望遠側では距離精度が細かい。
このため、ズーム位置が広域側で、フォーカス繰り出し量が少ない、つまり無限側では精
度が荒いため、ストロボ発光距離を算出できないことがある。
【００７１】
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この場合、精度が出せる限界のフォーカス繰り出し量からストロボ発光距離を算出し発光
することで、撮影された画像が白飛びすることを防ぐようにした。この方法では、撮影さ
れた画像は暗くなる可能性が高い。しかし、白飛びした画像は情報が無くなっているため
復元することは困難であるが、暗い画像であればディジタル処理などで復元できる可能性
がある。
【００７２】
このように、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量から
ストロボ発光するための距離を算出できない場合に、算出可能なフォーカス限界繰り出し
量によってストロボ発光距離を算出するようにしたものである。
【００７３】
また、第２発光量決定部Ｂ３１２は、測距素子１２６の測距結果が測距不能でかつ現在の
フォーカス繰り出し量から被写体までの距離が算出できない場合に、記憶部２０２によっ
て記憶された、現在の撮影モードで定められた距離に基づいてストロボ光の発光量を決定
する。第２発光量決定部Ｂ３１２は、第２発光量決定部Ａ３１１と同様に図示を省略する
ＲＯＭに格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリア
として使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。
【００７４】
すなわち、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量からス
トロボ発光するための距離を算出できない場合に、あらかじめ決めておくストロボ発光距
離を、撮影モードごとに用意しておくものである。前述したように、撮影モードによって
、撮影される距離には偏りがあり、よく撮影される距離が存在する。
【００７５】
したがって、撮影モードごとにストロボ発光距離を設定しておけば、適当な発光量となる
可能性が高い。また、この発光距離を取扱説明書等でユーザーに公開しておけば、ユーザ
ーが、この距離にあわせた撮影距離を設定して撮影することによって、適当な発光量を得
ることができる。したがって、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカ
ス繰り出し量からストロボ発光するための距離を算出できない場合に、あらかじめ決めて
おくストロボ発光距離を、撮影モードごとに用意しておき、現在の撮影モードで定められ
た距離に応じた発光量で発光するものである。
【００７６】
第２発光量決定部Ｃ３１３は、測距素子１２６の測距結果が測距不能でかつ現在のフォー
カス繰り出し量から被写体までの距離が算出できない場合に、設定部２０３によって設定
された発光距離に基づいてストロボ光の発光量を決定する。第２発光量決定部Ｃ３１３は
、第２発光量決定部Ａ３１１、第２発光量決定部Ｂ３１２と同様に図示を省略するＲＯＭ
に格納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリアとして
使用して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。
【００７７】
すなわち、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量からス
トロボ発光するための距離を算出できない場合の発光距離をユーザーが設定できるもので
ある。このようにすれば、撮影時の距離、被写体の反射率、撮影意図など状況にあわせて
、ユーザーが発光距離を設定できるため、適当な発光量を得ることができる。したがって
、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量からストロボ発
光するための距離を算出できない場合の発光距離をユーザーが設定できるようにしたもの
である。
【００７８】
選択部３５０は、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量
からストロボ発光するための距離を算出できない場合に、発光量決定部Ａ２１１、発光量
決定部Ｂ２１２、発光量決定部Ｃ２１３のいずれか一つを選択する。より具体的には、た
とえば操作部１２４によって選択することができる。
【００７９】
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すなわち、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量からス
トロボ発光するための距離を算出できない場合の発光距離を、被写体までの距離を算出で
きる限界繰り出し量から被写体までの距離を算出する、あらかじめ撮影モードごとに発光
用の距離を定めておき、現在の発光モードで定められた距離に応じた発光量で発光する、
ユーザーが設定した発光量で発光する、のいずれかをユーザーが選択できるものである。
【００８０】
このようにすれば、前述した撮影の状況やユーザーの撮影レベルに応じた設定ができる。
したがって、測距素子１２６の測距結果がＮＧで、かつ現在のフォーカス繰り出し量から
ストロボ発光するための距離を算出できない場合の発光距離を、被写体までの距離を算出
できる限界繰り出し量から被写体までの距離を算出する、あらかじめ撮影モードごとに発
光用の距離を定めておき、現在の発光モードで定められた距離に応じた発光量で発光する
、ユーザーが設定した発光量で発光する、のいずれかをユーザーが選択できるようにした
ものである。
【００８１】
また、本実施の形態における撮像装置は、あらかじめユーザーが設定した距離にフォーカ
スをあわせて撮影する撮影モードを有する。そして、上記いずれかの発光量決定部が、測
距素子１２６の測距結果が測距不能となった場合に、フォーカスにあわせた距離に基づい
てストロボ光の発光量を決定するようにしてもよい。
【００８２】
このような構成にすることによって、測距素子１２６の測距結果が測距ＮＧで、あらかじ
めユーザーが設定した距離にフォーカスをあわせて撮影する撮影モードである場合、ユー
ザーがフォーカスをあわせた距離に応じた発光量で発光することができる。この撮影モー
ドでは、ユーザー自ら距離を選択しているので、その距離にあわせてストロボを発光すれ
ば、適正光量となる。したがって、測距素子１２６の測距結果が測距ＮＧで、あらかじめ
ユーザーが設定した距離にフォーカスをあわせて撮影する撮影モードである場合、ユーザ
ーがフォーカスをあわせた距離に応じた発光量で発光するものである。
【００８３】
また、本実施の形態における撮像装置は、上記構成と同様に、あらかじめユーザーが設定
した距離にフォーカスをあわせて撮影する撮影モードを有し、設定部２０３が発光距離を
設定し、上記いずれかの発光量決定部が、測距素子１２６の測距結果が測距不能となった
場合に、フォーカスにあわせた距離とは異なる、設定部２０３によって設定された発光距
離に基づいてストロボ光の発光量を決定するに基づいて前記ストロボ光の発光量を決定す
るようにしてもよい。
【００８４】
このような構成にすることによって、測距素子１２６の測距結果が測距ＮＧで、あらかじ
めユーザーが設定した距離にフォーカスをあわせて撮影する撮影モードである場合、ユー
ザーがフォーカスをあわせた距離とは別にストロボ発光用の距離を設定でき、ユーザーが
設定したストロボ発光用の距離に応じた発光量で発光することができる。
【００８５】
上述したように、測距素子１２６の測距結果が測距不能となった場合に、フォーカスにあ
わせた距離に基づいてストロボ光の発光量を決定する状態で、被写体の反射率が高い場合
、フォーカスをあわせた距離で発光すると、ストロボ光が反射した画像が撮影されること
がある。また、反対に、撮影意図によって、強めのストロボ光で発光したい場合もある。
【００８６】
そこで、フォーカスをあわせた距離とは異なる距離でストロボを発光させれば、撮影意図
に適した画像が撮影できる。したがって、測距素子１２６の測距結果が測距ＮＧで、あら
かじめユーザーが設定した距離にフォーカスをあわせて撮影する撮影モードである場合、
ユーザーがフォーカスをあわせた距離とは別にストロボ発光用の距離を設定でき、ユーザ
ーが設定したストロボ発光用の距離に応じた発光量で発光するものである。
【００８７】
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また、本実施の形態における撮像装置は、さらに、被写体までの距離を測定する測距素子
１２６と、測距結果に基づき発光量を決定するストロボ１２７を有し、測距素子１２６の
測距結果が測距ＮＧで、あらかじめユーザーが設定した距離にフォーカスをあわせて撮影
する撮影モードである場合、ユーザーがフォーカスをあわせた距離に応じた発光量で発光
する場合と、ユーザーがフォーカスをあわせた距離とは別にストロボ発光用の距離を設定
でき、ユーザーが設定したストロボ発光用の距離に応じた発光量で発光する場合と、のい
ずれかをユーザーが選択できることとした。このようにすれば、前述した撮影の状況やユ
ーザーの撮影レベルに応じた設定ができる。
【００８８】
また、本実施の形態における撮像装置は、上記いずれかの発光量決定部によって決定され
た発光量に対して、ユーザーが発光量の強弱に関して補正することが可能な発光量補正部
をさらに備えるようにしてもよい。上記発光量補正部は、たとえば操作部１２４によって
、また、メモリカード１０８をもちいて、補正値を設定（入力）をすることができる。
【００８９】
このような構成にすることによって、測距素子１２６の測距結果が測距ＯＫの場合、また
は、測距結果がＮＧで現在のフォーカスレンズの繰り出し量より被写体までの距離を算出
した場合、その距離より決定される発光量に対して、ユーザーが強弱設定できることとし
た。上述したように、被写体の反射率や撮影意図によって、被写体までの距離にあわせた
発光量が、必ずしもユーザーの意図した発光量と一致しているとは限らない。そこで、測
距素子１２６の測距結果がＯＫの場合でも、ユーザーがストロボ光の強弱を設定すること
によって、撮影意図に合致した撮影ができるようになる。
【００９０】
また、上記発光量補正部によってユーザーが強弱に関して補正をする単位を、ＥＶ（Ｅｘ
ｐｏｓｕｒｅ　Ｖａｌｕｅ）とすることができる。単に、強弱ではなく、ＥＶ単位で設定
できるようにすることで、露出補正と同じ感覚で補正することが可能となる。
【００９１】
また、上記発光量補正部によってユーザーが前記強弱に関して強弱設定する単位を、発光
距離とすることができる。上述したように、ＥＶ単位で強弱設定するよりも、距離で設定
した方が分かりやすい場合もあるからである。
【００９２】
また、本実施の形態における撮像装置は、測距素子１２６によって測定された距離に基づ
いて、発光距離を表示する表示部を備えていてもよい。すなわち、測距素子１２６の測距
結果が測距ＯＫの場合、ストロボ発光距離を表示することとした。これによって、ストロ
ボ発光距離を表示することで、測距素子１２６の誤測距によるストロボ撮影の失敗を未然
に防ぐことができる。
【００９３】
また、本実施の形態における撮像装置は、測距素子１２６の測距結果が測距不能となった
場合に、上記表示部を制御して、発光距離の測距不能である旨に関する内容、発光時の距
離または発光時の距離の決定方法に関する内容のうちの少なくともいずれか一つを表示す
る表示制御部を備えるようにしてもよい。上記表示制御部は、図示を省略するＲＯＭに格
納された制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリアとして使用
して、ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。
【００９４】
このような構成にすることによって、測距素子１２６の測距結果が測距ＮＧの場合、発光
距離の測距ＮＧであること、発光時の距離、およびその距離の決定方法（フォーカスの繰
り出し量から算出，あらかじめ定められた距離，ユーザー設定）の一部、またはすべてを
表示することができる。そして、測距ＮＧであることを表示することで、ユーザーに注意
を促し、また発光時の距離やその距離の決定方法も表示することによって、ユーザーはス
トロボ撮影が成功するか否かの判断をすることができる。
【００９５】
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また、上記表示部は、図１に示したモニタ表示部１０９によって構成されるようにしても
よい。このように、上記表示内容をモニタ表示部１０９に表示することで、被写体を見な
がらストロボ発光距離を確認でき、使い勝手を向上させることができる。
【００９６】
また、上記表示部は、図１に示したＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ）表示部１２２によって構成されるようにしてもよい。このように上記表示内容をＬ
ＣＤ表示部１２２に表示することで、省電力のためにモニタ表示部１０９を使用しない場
合にも対応することができる。
【００９７】
また、上記表示制御部は、発光時の距離を表示する際、発光時の距離の決定方法に基づい
て発光時の距離を表示する表示色を変えることができる。すなわち、ストロボ発光距離の
決定方法によって、発光時の距離表示の色を変えることができる。
【００９８】
これによって、モニタ表示部１０９に、様々な情報を表示すると、被写体が見にくくなる
ことに対する対応を取ることができる。このように、測距成功、測距失敗でユーザーが設
定した距離などを、焦点距離を色分けすることで、モニタ画面が煩雑にならないようにす
ることができる。
【００９９】
また、上記表示制御部は、発光時の距離を点滅表示する際、発光時の距離の決定方法に基
づいて発光時の距離を点滅表示する点滅周期を変えるようにしてもよい。すなわち、スト
ロボ発光距離の決定方法によって、発光時の距離表示を点滅させ、点滅周期を変えること
ができる。
【０１００】
これも、上記と同じくモニタ表示部１０９が煩雑にならないようにするためのものである
。色分け表示は、屋外等、使用状況によっては、色の違いがわかりにくい場合もある。そ
のような場合、点滅周期で表すことで、見にくさを解消することができる。
【０１０１】
また、本実施の形態における撮像装置は、測距素子１２６によって測定がされた場合は点
灯し、測距素子１２６の測距結果が測距不能となった場合は、発光時の距離の決定方法に
基づいた点滅周期によって点滅するようにストロボ測距結果ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉ
ｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）１２３を制御するＬＥＤ制御部を備えていてもよい。
【０１０２】
すなわち、被写体までの測距結果を表すＬＥＤを用意し、測距結果ＯＫの場合、ＬＥＤを
点灯し、測距結果ＮＧの場合、ＬＥＤを点滅し、ストロボ発光距離の決定方法によって、
点滅周期を変えることができる。上記ＬＥＤ制御部は、図示を省略するＲＯＭに格納され
た制御プログラムにしたがって、図示を省略するＲＡＭをワークエリアとして使用して、
ＣＰＵ１２１が実行することによってその機能を実現する。
【０１０３】
これによって、撮像素子の小型化やコストダウンのためにＬＣＤ表示部１２２を持たない
撮像素子で、モニタ表示部１０９を使用しない場合でも、ストロボ発光距離の測距結果や
発光距離の決定方法がユーザーに分かるようにすることができる。
【０１０４】
（撮像装置の動作手順）
図４～図７は、この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の動作を示すフローチャートで
ある。図４において、ストロボ用測距動作、すなわち、測距素子１２６によって、被写体
までの距離を測定する（ステップＳ４０１）。つぎに、測距結果によって分岐する。すな
わち、測距がＯＫであるか否かを判断する（ステップＳ４０２）。
【０１０５】
ステップＳ４０２において、測距結果がＯＫである場合（ステップＳ４０２：Ｙｅｓ）は
。後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１～）へ進む。一方、ステ
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ップＳ４０２において、測距結果がＮＧである場合（ステップＳ４０２：Ｎｏ）は、つぎ
に、あらかじめ撮影モードごとに決められた発光距離で発光するか否かを判断する（ステ
ップＳ４０３）。
【０１０６】
ここで、あらかじめ撮影モードごとに決められた発光距離で発光する場合（ステップＳ４
０３：Ｙｅｓ）は、現在の撮影モードで定められた発光距離を読み出し（ステップＳ４０
４）、その後、後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１～）へ進む
。
【０１０７】
一方、ステップＳ４０３において、あらかじめ撮影モードごとに決められた発光距離で発
光しない場合（ステップＳ４０３：Ｎｏ）は、つぎに、ユーザーが設定した距離で発光す
るか否かを判断する（ステップＳ４０５）。ここで、ユーザーが設定した距離で発光する
場合（ステップＳ４０５：：Ｙｅｓ）は、ユーザーが設定した発光距離を読み出し（ステ
ップＳ４０６）、その後、後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１
～）へ進む。
【０１０８】
一方、ステップＳ４０５において、ユーザーが設定した距離で発光しない場合（ステップ
Ｓ４０５：Ｎｏ）は、現在のフォーカス繰り出し量からストロボ発光距離が算出可能か否
かを判断する（ステップＳ４０７）。ここで、現在のフォーカス繰り出し量からストロボ
発光距離が算出可能でない場合（ステップＳ４０７：Ｎｏ）は、後述する図５のステップ
Ｓ５０１へ移行する。
【０１０９】
一方、ステップＳ４０７において、現在のフォーカス繰り出し量からストロボ発光距離が
算出可能な場合（ステップＳ４０７：Ｙｅｓ）は、つぎに、ユーザーが設定した距離で発
光するか判断する（ステップＳ４０８）。ここで、ユーザーが設定した距離で発光する場
合（ステップＳ４０８：Ｙｅｓ）は、ユーザーが設定した発光距離を読み出し（ステップ
Ｓ４０９）、その後、後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１～）
へ進む。
【０１１０】
一方、ステップＳ４０８において、ユーザーが設定した距離で発光しない場合（ステップ
Ｓ４０９：Ｎｏ）は、現在のフォーカス繰り出し量からストロボ発光距離を算出し（ステ
ップＳ４１０）、その後、後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１
～）へ進む。
【０１１１】
つぎに、図５において、図４のステップＳ４０７で、現在のフォーカス繰り出し量からス
トロボ発光距離が算出が可能でない場合（ステップＳ４０７：Ｎｏ）に、距離固定撮影モ
ードか否かを判断する（ステップＳ５０１）。ここで、距離固定撮影モードの場合（ステ
ップＳ５０１：Ｙｅｓ）は、つぎに、ユーザーが設定した距離で発光するか否かを判断す
る（ステップＳ５０２）。
【０１１２】
そして、ステップＳ５０２において、ユーザーが設定した距離で発光する場合（ステップ
Ｓ５０２：Ｙｅｓ）は、ユーザーが設定した発光距離を読み出し（ステップＳ５０３）、
その後、後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１～）へ進む。
【０１１３】
一方、ステップＳ５０２において、ユーザーが設定した距離で発光しない場合（ステップ
Ｓ５０２：Ｎｏ）は、撮影モードで設定されている距離をストロボ発光距離とし（ステッ
プＳ５０４）、その後、後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１～
）へ進む。
【０１１４】
また、ステップＳ５０１において、距離固定モードでない場合（ステップＳ５０１：Ｎｏ
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）は、ユーザーが設定した距離で発光するか否か判断する（ステップＳ５０５）。ここで
、ユーザーが設定した距離で発光する場合（ステップＳ５０５：Ｙｅｓ）は、ユーザーが
設定した発光距離を読み出し（ステップＳ５０６）、その後、後述する図６のユーザー発
光距離補正処理（ステップＳ６０１～）へ進む。
【０１１５】
一方、ステップＳ５０５において、ユーザーが設定した距離で発光しない場合（ステップ
Ｓ５０５：Ｎｏ）は、距離算出限界繰り出し量から発光距離を算出すし（ステップＳ５０
７）、その後、後述する図６のユーザー発光距離補正処理（ステップＳ６０１～）へ進む
。
【０１１６】
図６は、ユーザー発光距離補正処理の手順について示している。図６において、まず、ユ
ーザー発光距離を補正するか否かを判断する（ステップＳ６０１）。ここで、ユーザー発
光距離を補正しない場合（ステップＳ６０１：Ｎｏ）は、何もせずに、後述する図７のス
トロボ発光距離表示処理（ステップＳ７０１～）へ進む。一方、ステップＳ６０１におい
て、ユーザー発光距離を補正する場合（ステップＳ６０１：Ｙｅｓ）は、つぎに、ＥＶ単
位で補正するかあるいは距離単位で補正するかを判断する（ステップＳ６０２）。
【０１１７】
ステップＳ６０２において、ＥＶ単位で補正する場合（ステップＳ６０２：Ｙｅｓ）は、
設定された補正ＥＶ値よりストロボ発光距離を補正する（ステップＳ６０３）。そして、
補正後、後述する図７の発光距離表示処理（ステップＳ７０１～）へ進む。一方、距離単
位で補正する場合（ステップＳ６０２：Ｎｏ）は、設定された距離補正値よりストロボ発
光距離を補正する（ステップＳ６０４）。補正後、後述する図７のストロボ発光距離表示
処理（ステップＳ７０１～）へ進む。
【０１１８】
図７は、ストロボ発光距離表示処理の手順について示している。図７において、まず、ス
トロボ測距結果をすべて消灯する（ステップＳ７０１）。すなわち、ストロボ発光距離情
報を、すべて（モニタ表示部１０９，ＬＣＤ表示部１２２，ストロボ測距結果表示ＬＥＤ
１２３）クリアする。
【０１１９】
つぎに、ストロボ発光距離を表示するか否か判断する（ステップＳ７０２）。ここで、ス
トロボ発光距離を表示しない場合（ステップＳ７０２：Ｎｏ）は、何もせず、そのまま、
処理を終了する。一方、ストロボ発光距離を表示する場合（ステップＳ７０２：Ｙｅｓ）
は、つぎに、モニタ部１０９に表示するかＬＣＤ表示部１２２に表示するかを判断する（
ステップＳ７０３）。
【０１２０】
ステップＳ７０３において、モニタ表示部１０９に表示する場合（ステップＳ７０３：Ｙ
ｅｓ）は、モニタ表示部１０９に、算出したストロボ発光距離を表示し（ステップＳ７０
４）、処理を終了する。
【０１２１】
ここで、ステップＳ７０４では、図４に示したステップＳ４０２において測距結果ＯＫの
場合（ステップＳ４０２：Ｙｅｓ）は、モニタ表示部１０９に、算出したストロボ発光距
離を表示する。一方、図４に示したステップＳ４０２において測距結果ＮＧの場合（ステ
ップＳ４０２：Ｎｏ）は、ストロボ発光距離算出方法ごとに定められた色で、モニタ表示
部１０９に、算出したストロボ発光距離を表示するか、あるいは、ストロボ発光距離算出
方法ごとに定められた周期で、モニタ表示部１０９に、算出したストロボ発光距離を点滅
表示する。
【０１２２】
ステップＳ７０３において、モニタ表示部１０９に表示しない場合（ステップＳ７０３：
Ｎｏ）は、ＬＣＤ表示部１２２に表示するか否かを判断する（ステップＳ７０５）。そし
て、ステップＳ７０５において、ＬＣＤ表示部１２２に表示する場合（ステップＳ７０５
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：Ｙｅｓ）は、ステップ算出したストロボ発光距離を表示し（ステップＳ７０６）、処理
を終了する。
【０１２３】
ここで、ステップＳ７０６では、図４に示したステップＳ４０２において測距結果ＯＫの
場合（ステップＳ４０２：Ｙｅｓ）は、ＬＣＤ表示部１２２に、算出したストロボ発光距
離を表示し、処理を終了する。一方、図４に示したステップＳ４０２において測距結果Ｎ
Ｇの場合（ステップＳ４０２：Ｎｏ）は、ストロボ発光距離算出方法ごとに定められた周
期で、ＬＣＤ表示部１２２に、算出したストロボ発光距離を点滅表示し、処理を終了する
。
【０１２４】
ステップＳ７０５において、ＬＣＤ表示部１２２に表示しない場合（ステップＳ７０５：
Ｎｏ）は、ストロボ測距結果ＬＥＤ１２３に表示するものとし、測距結果がＯＫか否かを
判断する（ステップＳ７０７）。ここで、測距結果がＯＫの場合（ステップＳ７０７：Ｙ
ｅｓ）は、ストロボ測距結果ＬＥＤ１２３を点灯表示し（ステップＳ７０８）、処理を終
了する。一方、測距結果がＮＧの場合（ステップＳ７０７：Ｎｏ）は、ストロボ発光距離
算出方法ごとに定められた周期で、ストロボ測距結果ＬＥＤ１２３を点滅表示し（ステッ
プＳ７０９）、処理を終了する。
【０１２５】
このように、本実施の形態によれば、測距素子１２６による被写体までの測距が失敗した
場合でも、適正なストロボ発光量となるようにすることが可能である。
【０１２６】
【発明の効果】
　この発明によれば、測距不能となった場合に、現在のフォーカスレンズの繰り出し量に
よって前記被写体までの距離を算出し、発光量決定手段が、前記算出手段によって算出さ
れた距離に基づいて前記ストロボ光の発光距離を算出し発光量を決定するとともに、前記
現在のフォーカスレンズの繰り出し量によって前記ストロボ光の発光距離の精度を出せな
い場合は、発光距離の精度が出せる限界のフォーカス繰り出し量から前記ストロボ光の発
光距離を算出し発光量を決定するようにしている。
　　これによって、測距素子による被写体までの測距が失敗した場合または現在のフォー
カスレンズの繰り出し量によって前記ストロボ光の発光距離の精度を出せない場合でも、
適正なストロボ発光量となりまたは撮影された画像が白飛びすることを防ぐことができる
撮像装置が得られるという効果を奏する。
【０１２７】
　また、ユーザーが前記発光量の強弱に関して補正することが可能であるため、より適正
なストロボ発光量となる撮像装置が得られるという効果を奏する。
【０１２８】
　また、前記強弱に関して補正をする単位が、ＥＶ（Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　Ｖａｌｕｅ）で
あるため、露出補正と同じ感覚で補正することが可能となり、これによって、測距素子に
よる被写体までの測距が失敗した場合でも、適正なストロボ発光量となる撮像装置が得ら
れるという効果を奏する。
【０１２９】
　また、前記強弱に関して強弱設定する単位が、発光距離であるため、距離をもちいて補
正をすることができ、これによって、測距素子による被写体までの測距が失敗した場合で
も、適正なストロボ発光量となる撮像装置が得られるという効果を奏する。
【０１３０】
　また、測距素子による被写体までの測距が失敗した場合でも、適正なストロボ発光量と
なる撮像装置が得られるという効果を奏する。
【０１３１】
　また、測距結果が測距不能となった場合に、表示手段を制御して、発光距離の測距不能
である旨に関する内容、発光時の距離または前記発光時の距離の決定方法に関する内容の
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うちの少なくともいずれか一つを表示するため、これによって、測距素子による被写体ま
での測距が失敗した場合でも、適正なストロボ発光量となる撮像装置が得られるという効
果を奏する。
【０１３２】
　また、表示部の被写体を見ながらストロボ発光距離を確認でき、これによって、測距素
子による被写体までの測距が失敗した場合でも、適正なストロボ発光量となる撮像装置が
得られるという効果を奏する。
【０１３３】
　また、表示手段が、表示ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）に
よって構成されるため、省電力のためにモニタ表示手段を使用しない場合にも対応するこ
とが可能な撮像装置が得られるという効果を奏する。
【０１３４】
　また、表示制御手段が、前記発光時の距離を表示する際、前記発光時の距離の決定方法
に基づいて前記発光時の距離を表示する表示色を変えるため、これによって、測距素子に
よる被写体までの測距が失敗した場合でも、適正なストロボ発光量となる撮像装置が得ら
れるという効果を奏する。
【０１３５】
また、表示制御手段が、前記発光時の距離を点滅表示する際、前記発光時の距離の決定方
法に基づいて前記発光時の距離を点滅表示する点滅周期を変えるため、これによって、測
距素子による被写体までの測距が失敗した場合でも、適正なストロボ発光量となる撮像装
置が得られるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の本実施の形態にかかる撮像装置のハードウエア構成を示すブロック図
である。
【図２】この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の機能的構成を示すブロック図である
。
【図３】この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の別の機能的構成を示すブロック図で
ある。
【図４】この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の動作を示すフローチャートである。
【図５】この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の別の動作を示すフローチャートであ
る。
【図６】この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の別の動作を示すフローチャートであ
る。
【図７】この発明の本実施の形態にかかる撮像装置の別の動作を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１００　撮像装置
１０１　撮影レンズ
１０２　オートフォーカス等を含むメカ機構
１０３　ＣＣＤ（電荷結合素子）
１０４　Ｆ／Ｅ
１０５　ＩＰＰ（Ｉｍａｇｅ　Ｐｒｅ－Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）
１０６　ＪＰＥＧ　ＣＯＯＤＥＲ
１０７　ＤＲＡＭ
１０８　メモリカード
１０９　モニタ表示部
１２１　ＣＰＵ
１２２　ＬＣＤ表示部
１２３　ストロボ測距結果表示ＬＥＤ
１２４　操作部
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１２５　温度センサ
１２６　測距素子
１２７　ストロボ
１２８　電池
１２９　ＤＣ／ＤＣコンバータ
１３０　ＳＧ
１３１　ズームドライバ
１３２　ズーム用モータ（パルスモータ）
１３３　フォーカスドライバ
１３４　フォーカス用モータ（パルスモータ）
１３５　絞り、シャッタードライバ
１３６　絞り、シャッター用モータ（パルスモータ）
１４０　ＡＣアダプタ
２０１　算出部
２０２　記憶部
２０３　設定部
２１１　発光量決定部Ａ
２１２　発光量決定部Ｂ
２１３　発光量決定部Ｃ
２５０，３５０　選択部
３０１　第２算出部
３１１　第２発光量決定部Ａ
３１２　第２発光量決定部Ｂ
３１３　第２発光量決定部Ｃ

【図１】 【図２】

【図３】
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